
















































































































































92  ベトナムにおける栄養と食の安全 9ベトナム北部における水問題と水質汚染
性アルミナ法で、マンガン酸化物にビス
マスを添加した吸着材、水酸化セリウム
を用いた吸着材、鉄バクテリアを用いた
生物濾過法などがあるが、現在、ベトナ
ムで最も広く用いられているのは、共沈
法で、通常、鉄酸化物系の吸着濾過の
方法である。
　ベトナムの農村部で用いられているヒ
素の濾過装置は、砂、木炭、れんが片
などからなる。身の周りの材料を使って
農民が自分達でも作ることができ、維持が簡単な濾過システム
であり、電気も必要ない。
　この装置の特徴は、ヒ素が鉄と化学結合して除去されること
であり、ヒ素が含まれている水の中に、同時にある程度の濃度
の鉄が含まれていないと機能しない。ベトナム北部の地下水に
は、鉄が含まれていることが多いが、装置を使うには、まず鉄
の含有を確認する必要がある。また、この装置によるヒ素の除
去は、濾過のまえに水を空気中の酸素にさらし、水の中の鉄の
酸化の度合いをより高めておくことで効果が上がる。
結論
　水質汚染はベトナム北部における重大な問題である。特に、
ベトナム北部の各省において地下水にヒ素の濃度が高い地域が
見られ、地下水における高濃度のヒ素を用い続けることは、人体
に発がんその他の影響を及ぼしうる。今後、広範に健康被害が
発生することが懸念される。ただし、地下水中における高濃度の
ヒ素の分布は狭い地域の中でもばらつきがあり、個別の対応が
必要になる。
　幸い、ベトナムの場合、条件によっては、簡単な除去装置に
よってかなりのヒ素を除去することが可能になる。最大の問題は、
ヒ素が無味無臭で、最近知られるようになった新しい問題であり、
ヒ素の危険性に脅かされている人 と々のリスクコミュニケーショ
ンが難しいことである。
　ベトナムの農村部で飲食に関連する地下水の利用が始まって
10年ほどになるが、健康被害が拡大しないうちに、技術面とコ
ミュニケーションの両面で対策を立て、これを個々のケースに
あった形で具体化する必要がある。
写真2：農村部における井戸
写真3：砂の濾過装置
写真4：酸素供給装置
